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霞ヶ浦導水事業では那珂川および利根川から霞ヶ浦への導水が行わ

れる一方で、逆に霞ヶ浦から那珂川および利根川への送水が行われる

ことになっている。

霞ヶ浦と那珂川との関係についてみると、那珂川から霞ケ浦へ最大

毎秒15㎥の導水、霞ケ浦から那珂川へ最大毎秒11㎥の送水が行われる

ことになっている。
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霞ヶ浦の水はアオコなど、植物プランクトンの異常増殖で水質がひ

どく悪化している。

そのような汚濁水が清流の那珂川に送られるのであるから、那珂川

の水生生物、魚介類、漁業に対して大きな影響を与えることは必至で

ある。
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このグラフは、国交省関東地方整備局が霞ケ浦導水事業について導

水送水の運用計算を行った結果で、1991年から2000年までの10年間の

毎日の導送水量を示したものである。

赤い実線が那珂川から霞ヶ浦への導水量、青い破線が霞ヶ浦から那

珂川への送水量を示している。

那珂川から霞ヶ浦への導水は計画通りに最大で毎秒15㎥の導水が日

常的に行われている。一方、霞ヶ浦から那珂川への送水は、那珂川の

流量低下時に、主に4～5月の田植え時に行われる。計画通りに最大で

毎秒11㎥の送水が行われている。
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霞ヶ浦では従来から、オシラトリア属、ホルミディウム属などの糸

状性植物プランクトンが生産するカビ臭物質、ジメチルイソボルネオ

ールとジェオスミンが問題になっている。

これらのカビ臭物質は極めて低い濃度でカビ臭を感じさせる。窒素

などの通常の水質汚濁物質はmg/Lのオーダーで問題になるが、カビ臭

物質の場合はそれより百万分の一も小さいng/Ｌのオーダーでカビ臭を

発生させる。
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最近、問題になったのは、網走湖産ヤマトシジミのカビ臭被害であ

る。網走湖産ヤマトシジミのカビ臭被害は2013年7月、シジミがカビ臭

いという苦情が寄せられるようになり、出荷停止の措置がとられた。

カビ臭物質はジメチルイソボルネオールであった。

網走湖だけではなく、本州の内水面漁場、青森県小川原湖と島根県

宍道湖でも植物プランクトンが繁殖することによって、ヤマトシジミ

からカビ臭が発生し、出荷停止に追い込まれる事態が発生している。
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茨城県企業局が水道水源である霞ヶ浦の水のカビ臭物質の濃度を定

期的に調べている。このグラフは。霞ケ浦から那珂川に送水する高浜

機場の予定地に最も近い調査地点「玉造沖」のカビ臭物質の月変化を

見たものである。

平成17年から27年までの11年間のジメチルイソボルネオールの月変

化を見ると、年による変動があるが、3月から5月に高くなる傾向があ

る。平成24年には700ng/Ｌ近くまで上昇している。

ジメチルイソボルネオールの水道水質基準は10ng/Ｌであるから、極

めて高い。
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もう一つのカビ臭物質、ジェオスミンについても最近11年間の霞

ヶ浦の調査結果を見ると、ジメチルイソボルネオールと同様に、3月

から5月に高くなる傾向にあり、平成20年には950ng/Ｌまで上昇して

いる。

ジェオスミンの水道水質基準も10ng/Ｌであるから、極めて高い。
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那珂川については、国交省が導水事業の送水地点に近い下国井のカ

ビ臭物質濃度を調べている。その調査結果がを見ると。大半が検出限界

以下で、検出されても１ng/Ｌ程度である。那珂川のカビ臭物質濃度はゼ

ロに近いと考えてよい。
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霞ヶ浦から那珂川への送水で、那珂川のカビ臭物質がどの程度の濃度

になるかを計算した。

この計算では霞ヶ浦のカビ臭物質が最も高くなった場合を想定し、ジェ

オスミンが最も高くなった平成20年度と、ジメチルイソボルネオールが最

も高くなった平成24年度を取り上げ、両年度のカビ臭物質の月変化デー

タを使って、那珂川のカビ臭物質濃度を計算した。霞ヶ浦からの送水は

那珂川で完全混合されるという前提で計算した。

このスライドと次のスライドは那珂川のジェオスミンの計算結果である。

霞ヶ浦からの送水により、那珂川のジェオスミンは800ng/Ｌｔ程度まで上

昇し、かなりの高濃度になることがある。水道水の水質基準が10ng/Ｌで

あるから、極めて高い濃度である。
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もう一つのカビ臭物質、ジメチルイソボルネオールについても同様である。

このグラフと次のグラフは那珂川のジメチルイソボルネオールの計算結果で

ある。

那珂川のジメチルイソボルネオールは霞ヶ浦からの送水により、350ng/Ｌ

以上まで上昇し、かなりの高濃度になることがある。水道水の水質基準が

10ng/Ｌであるから、これも極めて高い濃度である。
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霞ケ浦からの送水による那珂川での高濃度のカビ臭物質の出現は、

涸沼シジミがカビ臭くなり 那珂川を遊泳する様々な魚類もひどいカ

ビ臭を帯びることが予想される。

水中のカビ臭がどれ位の濃度になると、魚類がカビ臭を帯びるよう

になるのかの試験結果がある。

栃木県水産試験場がヤシオマス、ニジマスの一種を使って、10ng/

Ｌのジメルイソボルネオールの水で飼育したところ、４日目で着臭が

確認されている。

水道水質基準の10ng/Ｌの濃度で、カビ臭を帯びるのであるから、

那珂川のジメルイソボルオールやジェオスミンが霞ヶ浦からの送水に

よってその数十倍以上の濃度になれば、稚アユをはじめ、那珂川を生

息する魚類、遊泳する魚類がかなりのカビ臭を帯びることは確実であ

る。



霞ケ浦からの送水で、涸沼シジミがカビ臭くなる機構を考えるた

め、国交省国土技術政策総合研究所の報告を見ることにする。この

スライドはこの報告に示されている那珂川河口部と、涸沼川、涸沼

の位置関係を示している。
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河口部において河川水と海水は一様に混合するものではない。塩分濃

度の高い海水は河川水より密度が大きいので、基本的には海水は底層

部に入り、その上を河川水が流れるようになる。海水が底層部に入る現

象を塩水くさびというが、那珂川の場合は、河床の縦断形状が平坦であ

るので、塩水くさびが発生しやすい。

このスライドはこのことを示したものである。わかりずらい図であるが、

塩分濃度の垂直分布の時間変化を示している。表層の一番上は塩分濃

度がゼロに近く、下層に行くにつれて、塩分濃度が次第に上がり、１ｍ少

しのところで海水と同じ塩分濃度になっている。
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一方、涸沼川は河口から3㎞の地点に浅いマウンドがあって、そこで混合

が進むので、涸沼川下流部では塩水くさびが発生しにくい。



そのことにより、涸沼川下流部では塩水くさびが発生しにくく、このスライド

のとおり、表層から下層まで塩分濃度が一様になっている。
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このスライドは涸沼川の涸沼橋と那珂川河口部の湊大橋の水位変化を

示したものである。一日2回の潮の満ち引きにより、満潮時には那珂川の

水位が涸沼川の水位より高くなり、干潮時には逆転する。

以上のことを踏まえると、那珂川の表層部にあるカビ臭物質は干潮時に

は河口付近に漂うが、満潮時になると、水位差によって涸沼川を遡上し、

涸沼にも到達する。涸沼川では海水と河川水の混合が進むことにより、カ

ビ臭物質は底層にも行き渡るので、涸沼シジミにカビ臭物質が取り込ま

れることが十分に予想される。
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霞ヶ浦の有機汚濁物質が那珂川に送られることによる漁業被害も重大

な問題である。

有機汚濁物質の代表的な指標であるＢＯＤを取り上げると、那珂川のＢ

ＯＤが0.5～1.2mg/Lであるのに対して、霞ケ浦のＢＯＤは概ね３～10mg/L

を変動しており、那珂川と比べてひどく汚濁している。

霞ヶ浦のＢＯＤは那珂川のＢＯＤに対してかなり高く、平均をとると、７～8

倍にもなっている。
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那珂川中下流部の公共用水域は環境省告示により、Ａ類型に指定さ

れ、サケ科魚類及びアユ、コイ、フナだけではなく、ヤマメ、イワナ等が

生息できるように、ＢＯＤは２mg/L以下であることが求められている。

最近の那珂川はＢＯＤがこの環境基準の半分程度になっており、非常

にきれいな水質になっている。
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霞ヶ浦から那珂川への送水による那珂川のＢＯＤ上昇を計算してみた。

霞ヶ浦のＢＯＤは、霞ケ浦から那珂川に送水する高浜機場の予定地に最

も近い「高崎沖」のデータを使用し、その月変化は平成22年度の月変化と

平成26年度の月変化の値を用いた。

平成22年度は最近10年間の中間年度として、26年度は直近の年度とし

て選んだ。また、送水による影響計算では那珂川のＢＯＤも同じ年度の月

変化の値を使用した。

このスライドは平成22年度型の計算結果である。霞ケ浦からの送水によ

り、那珂川のＢＯＤは最高濃度が5.5mg/L程度まで上昇している。現在の

那珂川のＢＯＤは1mg/L程度であるから、5倍以上に跳ね上がることもある

という結果が得られた。
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霞ケ浦から那珂川への送水が主に行われるのは４～５月であるが、

その時期は那珂川において稚アユの遡上が盛んに行われる時期であ

る。このスライドは茨城県水産試験場が稚アユの遡上を調査した結果

である。各年とも稚アユは毎年、主に４～５月に遡上している。

稚アユの遡上時期にＢＯＤが急上昇することになり、稚アユの遡上に

大きな影響が出ることが予想される。

遡上している稚アユが、ＢＯＤの急激な上昇に耐えられず、あるいはＢ

ＯＤ5mg/Lを超える汚濁水に長時間さらされることに耐えられず、衰弱

死する稚アユが出ることが予想される。
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霞ヶ浦から那珂川へ送水する高浜機場にはこのスライドが示すような浄

化施設が設置されることになっている。その浄化方法はスクリーン、砕石ろ

過、小砂利ろ過という非常に簡易なもので、大きな浮遊物質しか取れないも

のである。

何しろ送水量が毎秒最大11㎥もあって、中河川並みの流量なので、除去

効果がある浄化施設を設置するのは経済的に困難であり、そのためにこの

ように簡易な浄化施設が計画されているのである。
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この浄化施設の実験施設による汚濁物質の除去率を見ると、このスライ

ドのとおり、微々たるものになっている。除去率はＢＯＤがわずか４％、Ｔ－

Ｎ、全窒素がゼロ、Ｔ－Ｐ、全りんがわずか５％であり、これらの汚濁物質

の除去効果はほとんどないと言ってよい。カビ臭物質についてのデータは

ないが、ごく微量の溶解性物質であるジメチルイソボルネオールやジェオ

スミンについては除去効果がないと見てよい。

除去効果のない浄化施設であるから、浄化施設が設置されても、さきほ

ど述べた、送水によるカビ臭物質やＢＯＤの急上昇は避けることはできな

い。
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霞ケ浦導水事業のうち、利根導水路は1994年3月に完成している。その

翌年、1995年9月12～15日の3日間だけ、利根導水路について霞ケ浦か

ら利根川への試験通水が行われた。

このスライドが示すとおり、この試験通水で利根川のシジミが大量死す

る事件が起きたことにより、試験通水はそれきりになった。



利根導水路のその後の通水実績を確認するため、国交省への情報公開

請求を行ったが、このスライドのとおり、その後の通水はなかった。
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利根導水路の当初の計画ではこのスライドのとおり、1995～6年度の2カ

年かけて、第1段階から第6段階まで試験通水を行って、実操作に移行する

ことになっていたが、1995年9月の第1段階の試験通水だけで終わり、その

後、20年以上経過したが、試験通水を再開する動きはない。
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国交省は、利根導水路は霞ヶ浦開発事業の利根川連絡水路として運用

されていると反論しているが、事実はそうではない。

霞ヶ浦開発事業の開発水を東京都と千葉県に送るための送水路を利

根導水路が兼ねているが、そのための利用もほとんどされていない。



このスライドは2016年までの利根川連絡水路としての利根導水路の運

用実績を示したものである。

霞ケ浦開発事業が1995年3月に完成してから20年以上経過したが、利

根川連絡水路が使われたのは2007年4月の5日間、2016年6月の3日間

のみである。たったこれだけである。
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このスライドは２００７年の利根川連絡水路としての利根導水路の運用実

績である。これを見ると、利根川の流量が十分にあるときに、ほんの少しの

送水が行われたにすぎない。

利根川の流量に対して霞ヶ浦からの送水量はわずかであるから、利根川

での漁業被害が起きるはずがなく、逆に言えば、最初から漁業被害が起き

ないような運用がされているのである。運用実績を無理やり作るためのア

リバイ証明的な運用にすぎない。
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このスライドが示す2016年の運用実績も同様である。送水量はわずかで

あり、運用実績を無理やり作るためのアリバイ証明的な運用が行われてい

る。

このことは、国交省が1995年の利根導水路試験通水時の問題、漁業被

害の問題が再び起きることを恐れていることを示している。

那珂川は利根川に比べてかなり清浄であるので、霞ケ浦からの送水によ

る魚介類等への影響は、那珂川では利根川よりもっと深刻なものになる可

能性が高い。

そのことを踏まれば、仮に那珂導水路ができたとしても、那珂川の漁業へ

の影響が心配されるため、那珂導水路もまた実際には運用できない「開か

ずの水路」になる可能性が高いと考えられる。


